　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（様式４－２）
	２　施設効用が最大限に発揮されること。

	⑴　設置目的に沿った事業計画
　ア　市民交流プラザの現状と設置目的を踏まえた運営方針について記入してください。
　イ　利用者のニーズを踏まえた事業計画について記入してください。
　　　なお、様式４－２別紙１で各年度の具体的な事業内容等を記入してください。
　　(ｱ) 「生涯学習及び市民活動に関する調査研究」の事業概要、実施方針及び過去の実績（実施の有無及び結果）
　　(ｲ) 「生涯学習及び市民活動に関する情報収集及び提供」の事業概要、実施方針及び過去の実績（実施の有無及び結果）
　　(ｳ) 「生涯学習及び市民活動に関する講座の開催」の事業概要、実施方針及び過去の実績（実施の有無及び結果（定員充足率））
　　(ｴ) 「生涯学習及び市民活動に関する交流、活動等の場の提供」の事業概要、実施方針及び過去の実績（実施の有無及び結果）
　　(ｵ) 「その他指定管理者が市民交流プラザの設置目的の範囲内で企画・実施する事業」の実施概要、実施方針及び過去の実績（実施の有無及び結果）
⑵　市民、市民活動団体等と積極的に連携し、提案等を事業に反映させる仕組みについて、概要、実施方針及び過去の実績（実施の有無及び結果）を記入してください。
⑶　市が示す基準値を達成するための利用促進策を記入してください（過去の実績（実施の有無及び結果）も記入してください。）。なお、利用促進策については、有効な誘致活動や宣伝活動等による新規利用者の開拓、市民交流の場としての賑わいの創出、市民の視点に立った事業の展開、若年層の利用を増やす取組についての具体策を必ず記入してください。
　ア　有効な誘致活動や宣伝活動等による、新規利用者の開拓
　イ　市民交流の場としての賑わいの創出
　ウ　市民の視点に立った事業の展開についての有効策
　エ　若年層の利用者を増やす取組
　オ　上記以外の利用促進策
⑷　利用者サービスの向上に向けた取組みについて、次の４点に分けて記入してください。
　ア　施設の有効活用の提案
　イ　職員の接遇の向上を図るための方策及び過去の実績（実施の有無及び結果）
　ウ　開館日・開館時間の提案
　エ　上記ア～ウ以外の提案及び過去の実績（実施の有無及び結果）
⑸　市民交流プラザは利用料金制を採用します。
　ア　利用料金設定の基本的な考え方（それぞれの利用料金の設定と妥当性について）
　イ　具体的な利用料金の額を提案してください。
　　　（広島市まちづくり市民交流プラザ条例及び広島市まちづくり市民交流プラザ条例施行規則に規定する金額の範囲内であること。）。
　　　※　様式４－２別紙２【利用料金の設定】の表の提案額欄に記入してください。
　ウ　イ以外の利用者サービスを向上するための利用料金に係る提案があれば記入してください。
　　　（例：割引制度の導入など）
　エ　利用料金の減免について具体的な基準及び方策を記入してください。（広島市が示した減免基準を盛り込むこと）（別紙でも可）
　オ　利用料金を返還する場合の基準及び方策を記入してください。（別紙でも可）
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